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3時間目　SDGsの視点で商品の選択方法を考えよう

SDGsの視点で商品を選ぶためには、企業の環境
や社会課題に対する取り組みについて調べよう。

SDGsとは 目標12 つくる責任・つかう責任

SDGsって何ですか。

SDGsとは、「世界が直面しているさまざまな問題を

解決するために設けられた世界共通」の目標です。

２０３０年をゴールとして17個の目標が定められています。

目標を達成するために、小学生でも

できることはありますか。

もちろんあります。毎日の買い物で世界の

未来を変えることができるのです。SDGs

12番目の目標「つくる責任・つかう責任」の

視点で商品の選択方法を考えてみましょう。

買い物??ノートを買うことで、

世界の未来を変えられるのですか。

そのとおりです。しかし、今、世界中で紙の原料となる

森林が減っています。それらの問題を解決するために、

紙を作る企業がどんな取り組みをしているか紹介します。

環境への取り組みについて、どのような努力をしていますか。

2つあります。1つは「紙のリサイクル」です。日本の紙の原料の

60％は古紙です。古紙を再利用することは、ごみを減らす

だけではなく、森林を守る取り組みでもあります。

なるほど。

わたしたち消費者ができることは何ですか。

商品に付いているラベルを

見てください。SDGsに取り

組んでいる商品を選んで

購入することで、環境のことを

考えて努力している企業を

応援することができます。

このような消費行動を

「エシカル消費」と言います。

消費者が毎日の買い物で

良い選択をすることが、

環境の良い社会を作る

ことにつながります。

もう1つは「森のリサイクル」と言って、植林をしています。

これらは、SDGsの目標達成に貢献しています。
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